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【報告書の対象範囲】 
・西宮上ヶ原キャンパス 
・神戸三田キャンパス（環境配慮設備のみ） 
 
【報告書の対象期間・発行】 
・対象期間 ２００６年４月１日 ～ ２００７年３月３１日 
・仮発行日 ２００７年１２月１日 
・公表方法 冊子 
・発行者  阪智香研究演習Ⅰゼミ生（７期生）一同 
 
 
【キャンパス紹介】 
西宮上ヶ原キャンパス              神戸三田キャンパス 
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第１部 環境方針・組織の概要 
 
１．学長のメッセージ 
未 
 
 
 
 
 
 
２．関西学院大学の環境方針 
（下記の方針は学生のアイデアで、大学の方針ではありません） 
 
◇Mastery for serviceの精神を基に、持続可能社会の構築に貢献し、地球環境と調和する大学を
目指す。 
 
◇大学全体で「地球環境保全」に取り組み、環境目標を定めてその実現を図る。 
 
◇環境側面とその影響を常に把握し、省資源・省エネ、廃棄物とその管理・有効利用に努め、環
境負荷の軽減に積極的に取り組む。 
 
◇環境マネジメントシステムを構築し、環境監査の実施により、システムを定期的に見直し、継
続的な改善に努める（将来の計画）。 
 
◇自然に調和した校舎を持ち、環境への負荷の少ない大学運営をする。  
 
◇自然豊かな環境の下で、環境意識の高い学生を輩出し、教職員の意識も高める。 
 
◇環境に関する研究成果の普及と環境教育の促進に努める。 
 
 
３．関西学院大学の概要 
大学名：関西学院大学 
創立：1889 年 9 月 28 日 
キャンパス：西宮上ヶ原、神戸三田、大阪梅田、東京丸の内 
学部学生数（2006 年 5月 1日現在） 
 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 
神学部 ３０ ２８ ３２ ３４ １２４ 
文学部 ７７７ ７５５ ７２７ １０２３ ３２８２ 
社会学部 ５８８ ６４２ ６９１ ７３７ ２６５８ 
法学部 ７００ ５９５ ６８３ ８５８ ２８３６ 
経済学部 ７０１ ７５４ ６０３ ８１５ ２８７３ 
商学部 ６９４ ７１９ ６６５ ６７９ ２７５７ 
総合政策学部 ５９０ ４５１ ５２８ ５３８ ２１０７ 
理工学部 ３６０ ３１７ ３２４ ３４５ １３４６ 
計 ４４４０ ４２６１ ４２５３ ５０２９ １７９８３ 
 
学生生徒数推移（2006 年 5 月 1日現在） 
区 分 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 ２００６年度 
学生在籍者数（単位：名）     
大学 １７７３３ １７６８３ １７９０５ １７９８３
大学院 ８９６ ９９３ １２１８ １４９５
高等部 ９４２ ９２１ ９２２ ９３２
中学部 ５５８ ５５６ ５５５ ５５９
入学志願者数（単位：名） 
大学 ４２１２２ ３５６６３ ３９０６０ ４７４０６
大学院 ５７５ ２０２７ １７７３ １７０６
高等部 ２６６ ３０６ ２８６ ２９４
中学部 ６９１ ９２９ ９０３ ９６０
 
 
４．環境問題への取り組みの経緯 
 
 未 
 
 
 
５．2007 年度の環境目標 
（下記の目標は学生のアイデアで、大学の目標ではありません） 
 
◆省資源 
ゴミの量１０％削減（リサイクルボックス設置、分別の徹底） 
紙の使用量を５％削減する 
レジ袋削減 
グリーン購入２０％達成 
 
◆リサイクル 
デポジット制の充実 
 
◆省エネ 
図書館のトイレに音姫を設置 
 
◆教育 
環境に対する意識を向上させるような教育の実施 
地域の人と共同で出来る環境プロジェクトのたちあげ。 
多数の環境団体を作り、生徒の１０％以上の加入を目指す。 
ｍｙはし持参運動 
 
 
 
 
６．関西学院大学の INPUT と OUTPUT データ（データ未） 
 
INPUT （投入）     OUTPUT （排出） 
          
電気       温室効果ガス 
            
    
→
大学
の → 
    
ガス       
    下水道使用量 
        
重油   
活動 
    
        
        
水         
            
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第Ⅱ部 環境マネジメントの状況 
 
１． 環境に関する法規制の遵守状況 
 
 事業活動における環境配慮の取り組みを行い社会の一員として責任を果たしていくためには、環境
に関する法令・条例等を遵守する必要がある。また法令等の違反があった場合には、それが不利な情
報であっても積極的に情報開示し、行動を改善していくことが大切である。 
本学が教育・研究活動を行うにあたり規制を受ける法規制は下記のとおり。 
公害等に関する法律 
 
大気汚染防止法 
水質汚濁防止法 
○ 
× 
エネルギー等に関する法律 地球温暖化対策の推進に関する法律 
省エネ法 
○ 
○ 
廃棄物・リサイクルに関する法律 
 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
ＰＣＢ廃棄物特別措置法 
○ 
○ 
化学物質に関する法律 高圧ガス保安法 ○ 
その他の法律 グリーン購入法 ○ 
県、市町村の環境に関する条例 
 
兵庫県条例 
西宮市条例 
○ 
○ 
○ 規制を受け、かつ基準を遵守しているもの 
× 規制を受けるが、基準を遵守していないもの 
 
 
２．緑の保全活動・生物多様性への配慮 
 
・キャンパス内の緑の保全について相当の努力が行われている。 
・清掃において親環境性の高い洗剤の使用等について配慮している。 
 
 
 
 
 
 
 
３．環境意識向上活動～商学部エコキャンパス委員会～ 
  
 商学部では 2006 年度から教員によるエコキャンパス委員会が設置されました。エコキャンパス委
員会では、下記の活動等を行っています。 
①新入生オリエンテーションでのエコキャンパス活動の周知と協力のお願い 
②大学の環境報告書の展示（2007 年 12 月） 
③啓蒙ポスターの貼付(下記) 
・ 両面コピー・２面コピーお願いのポスター（コピー機） 
・ 冷暖房に関するポスター（研究室棟） 
・ 紙使用削減のポスター（商学部掲示板） 
・ エコキャンパス活動についてのポスター（商学部掲示板）等 
④キャンドルナイト（2007 年 12 月）→別記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第Ⅲ部 事業活動に伴う環境負荷及び 
その低減に向けた取り組みの状況 
 
１．廃棄物の処理とリサイクル 
 
現在日本では大量に廃棄物が各家庭や企業等から出され、その処理について問題となってきてい
る。廃棄物をいかに減らしていくかも大きな課題となっているが、出てしまった廃棄物をいかに有効
利用するのか大いに検討されるべき問題であろう。もちろん、それは大学も例外ではない。多くの教
職員や学生を抱える関西学院大学では毎日多くの廃棄物が排出される。ここでは本学の廃棄物の現状
や処理・リサイクル方法について触れておきたい。 
 
◆一般廃棄物の処理について 
 
関西学院大学では現在廃棄物を「燃えるごみ」「缶・ビ
ン」「ペットボトル」に分けて学内の各場所で回収してい
る。回収された廃棄物はいったん学内にある 5 ヶ所のス
トックヤードに集められ、市や業者に回収される。その
際のペットボトルの処理（ラベルをはがし、ふたを取る
作業）は学内のペットボトルの回収量が多すぎるために
業者に委託している。                    
また、学内で発生する廃棄物は、学内の生協等で出る
ごみだけではなく、学生が近隣にあるコンビニエンスス
トア等で購入した物のごみも学内のゴミ箱に捨てる 
ために膨大な量になっている。                  ↑学内のゴミ箱 
                 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆リサイクル活動について 
 
「関学生協オリジナル弁当」の容器の回収 
 関学生協では、2005 年 10 月 17 日から「関学生協オリジナル弁当」の容器の回収をデポジット制
により行っている。施行されていることは認知が高いものの、実際の回収率はまだまだ改善の余地を
残すところとなっている。ちなみに運動部などの団体の方たちが部室で貯めたものを持ってきてくれ
ることが多いようだ。これからは個人でも返還しに訪れる方が増えていくようになればもっと回収率
が上がるようになるだろう。 
 
デポジット制の仕組み                 ↓弁当の容器 
 「弁当購入代金=弁当代金＋デポジット(保証金)10 円」を支払う。
  (価格表示はデポジット 10 円込みになっている。) 
 
 
 食べた後、容器内側に貼ってあるフィルムを剥がしてもらう。
 
 
 容器を店舗に返却してもらう。 デポジットが 10 円購入者に返却される。
  (回収した容器は再生工場へ送り、溶解・再生産される) 
 
 
＊取扱店は、フォーラム店購買部・正門店・POCKET MAMA・食堂前弁当売り場・PAPA パンショップ・
Robin Hood’s・高等部パンショップ。2006 年春からは関学生協オリジナル弁当だけではなく、学内
で販売する全ての弁当容器のリサイクルを進めている。 
 
 
飲料容器の回収 
関西学院大学の各部署では、一部ではあるが試験的に飲
料容器もデポジット制により回収している。そこでは、各
飲料業者が自動販売機の横に飲料容器回収用の機械が設置
しているので、飲み終わった空の飲料容器をそこへ持って
いって機械に容器を一本ずつ入れると、バーコードによっ
て容器の種類が読みとられ、デポジット分の 10 円が購入
者に返還される仕組みになっている。 
なお、デポジットの返還は回収用の機械を設置した業者
の製品にしか対応しないので注意が必要である。 
 
 
 
自販機と回収用機器↑ 
 
 
 
 
紙資源の削減 
本学では、紙が大量に使われているのでリサイクルをすると莫大な経費がかかるため、いかに使用
済みの紙を活用するかが今後の課題となっている。 
今検討されている案はコピー用紙の有効利用である。両面刷りの推進や、不要になったコピー用紙
の裏面の活用等が考えられている。現在は、機密文書は業者に委託して燃やし、その他の紙は「燃え
るごみ」に出している状況である。  
 
 
特別管理産業廃棄物 
 関西学院大学の保険館から排出される感染性廃棄物 
・ 2006 年度の排出量 132 ㎏ 
・ 処理方法     焼却処分 
・ 排出削減に向けた取り組みは現在のところなし 
 
  
リサイクル資源のリサイクル状況 
 
 授業や事務によって排出される古紙のリサイクルについて、何らかの提案を行う予定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．水資源 
 
関西学院大学では現在、西宮上ケ原キャンパスは全給水量の約 70％を井戸水（2 本）で賄っている
が、内 1 本の水質が悪化傾向にある。また、もう 1 本の井戸も水質は安定しているものの、鉄分等多
いため、それぞれで浄化処理して学内に供給している。これらの井戸水供給システムは専用水道施設
に指定されているため、保健所の監督のもと、水質管理は外部専門業者に維持管理業務を委託し、徹
底した衛生管理を行っている。なお、西宮上ケ原キャンパスの食堂部門および神戸三田キャンパスは
公共水道を利用しているため、衛生上の大きな問題はないが、受水槽等の点検・清掃は厳格に実施し
ている。 
 
◆節水の取り組みについて 
 学内には、大切な水資源を無駄なく有効に使用するために様々な設備や装置が取り付けられている。 
 
女子トイレにおける‘音姫’の利用 
 女性は一回のトイレ使用で平均 2.5 回水を流すそう
だ。音姫は、フラッシュバルブの流水音が流れ、プラ
イバシーを守る消音効果と、水のムダ使いをカットす
る節水効果を同時に実現してくれるトイレ用擬似音装
置である。2005・2006 年にかけて設置され、現在で
はすべての女子トイレに設置されており、その総数は
324 台に及ぶ。これは男子トイレには設置されておら
ず、女子トイレにのみ設置されている。またこの音姫
の利用によって、1 日につき 100ｔ以上もの節水効果
が得られている 
 
音姫の取り付け工事費 
購入費（１台）          11,200 円 
取り付け費（1 台）        1,500 円 
＋）電気工事費他（1 台）       5,000 円  
   1 台あたり            17,700 円 
全体の取付工費         5,734,800 円 
 
シャワールームでの節水 
学内の施設や寮にあるシャワーは、以前までは蛇口をひねって自分で水量を
調節するものであったが、以前のものだとシャワーを使用していない時間も水
が出したままであることが多かった。そこで現在は温度設定や水の調節が簡単
にできるものに取り替えている。それによってかなりの水量が節約されている。 
 
 
３．環境配慮設備・省エネの推進 
関西学院大学が活動を行っていく上で大学内のさまざまな施設を利用し、多くのエネルギーを使用
している。そこで環境配慮設備の設置や省エネに取り組んでいく必要がある。そこで本学が利用して
いる環境配慮型の設備を以下で紹介する。 
 
◆ コージェネレーションシステムの導入 
コージェネレーションシステムとは、燃料を用いて
発電機で発電するシステムであるが、発電時に発生す
る排熱を冷暖房や熱源供給に利用するシステムである。 
それ以前は発生したエネルギーの電力に利用しても全
エネルギーの約３５％しか利用されていなかったが、
廃熱をうまく利用することで全エネルギーの約６０％
まで効率を上げることができるようになった。このシ
ステムは大学院１号館の地下に設置されており、電力
会社から供給される電力に比べて、送電ロスを限りな
く減らすことができるようになった。 
これの小型のマイクロコージェネレーションシステムは初等部の校舎にも導入される。 
購入台数   560kw 1 台（2004 年に設置） 
購入費    1 億 5960 万円（補助金はなし） 
減価償却費  10,990,000／年 
電気代節約額（コージェネで多く使うため特別料金） 4,439,636 円 
 
電気代節約額 
 ・2006 年度の費用  
 ガス使用量    396,020 ㎥ × 単価 58 円      22,969,160 円 
   +）維持管理費(4 年間の平均、特別整備も含む)         3,937,500 円 
 Ａ 計 26,906,660 円 
       Ａ：1 年間にコージェネレーションシステムによってかかる費用は 26,906,660 円である。 
 
・2006 年度の効果  
排熱利用(年間有効利用廃熱 1877ＧＪ)ガス換算  1877ＧＪ÷45ＧＪ×1000㎥  2,419,238円 
 +）       発電電力     176,845kw  ×  16.4    28,927,058 円   
                              Ｂ 計 31,346,296 円      
Ｂ：有効利用できた廃熱をガス換算し、それを金額化したものと、コージェネレーションシステム
によって発電した電力を金額化したものの合計が 31,346,296 円である。 
１年間の効果から１年間の費用を差し引くと１年間の節約を求めることができる。 
B－A＝ 4,439,636 円の節約 
 
 
 
◆ポンプ流量 
 水は配管を通じて供給される。水を供給するときにポンプを使用するが、以前は水の供給量を調整
するときにはポンプのモーターの回転数を変えずに、配管内の圧力を変えることで供給量を調節して
いた。しかし現在は供給量を調節するときにポンプのモーターの回転数を変えていた。これにより以
前より電力の消費を削減に取り組んでいる。 
 
 
◆氷蓄熱システムでの電気料金の削減 
氷蓄熱とは、電力消費が少なく、割安な夜間電力を利
用して夜間に氷を作り、その氷を昼間に溶かしながら冷
房に利用するものである。これにより、電力使用のピー
ク時である昼間に使用する電力が減るので、電気料金を
節約でき、経済的である。これは関西学院会館に設置さ
れている。 
 
購入台数  2 台（1999 年に設置） 
購入費  （関学会館の費用に含まれているため不明） 
電気代節約額（2006 年） 646,008 円 
 
電気代節約額 
夜間電力を利用した場合(夜間電力単価 9.8 円) 
昼夜電力        60457kwh×単価 16.4      991,495 円 
+） 夜間電力         97880kwh× 単価 9.8      954,224 円 
Ａ 計 1,950,719 円 
夜間電力利用しない場合 
     昼夜電力       60457kwh×単価 16.4      991,495 円      
+） 夜間電力      97880kwh×単価 16.4      1,605,232 円 
Ｂ 計 2,596,727 円 
B－A＝646,008 円の節約 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆インバータ照明器具による電力の節約 
 高効率照明器具（インバータ照明器具）の使用。白熱電球は電力の多くが赤外線や熱として放出さ
れて発光効率が低いため、高効率照明器具であるインバータ照明器具が使用されている。これは一日
中照明が必要な大学図書館等の施設で取り入れられ、他に、文学部、サービスセンター、第 5 別館、
事務所関係に設置されている。 
 また、一部の施設ではセンサーで人を感知して人がいるときだけ明かりをつけるセンサー式の照明
が使用され、また、電力節約のために一部電球をはずしているところもある。 
 
  従来の 40Ｗ2 灯用…消費電力８４Ｗ 
  インバータ照明 …消費電力６５Ｗ 
 
     Ａ：40W2 灯用×3427 台    288kw  
  －）  Ｂ：インバータ照明×3427 台  223kw  
                    65kw 
 
導入された 3427 台のインバータ照明による消費電力は 223kw(Ｂ)で、3427 台のインバータ照明を
導入する前の照明による消費電力は 288kw(A)なので、インバータ照明を導入すると消費電力を 65kw
減らすことができる。なお、節約額は約 1 時間当たり 1,068 円におよぶ。 
 
 
◆太陽熱システム 
 学生会館新館の屋上に集熱パネルを 168 枚設置している。
太陽熱を利用して、プールや給湯などに使われている。年間
集熱量としては 123,292kcal で、重油に換算すると 17,613ℓ
に相当する。  
設備費：67,558,000 円 
設置年は 1984 年（減価償却終了済） 
補助金：3,210 万円 
 
節約金額 2004 年実績(油単価 50 円) 
 プール加温油換算  12,671ℓ 
給湯加温油換算    5,357ℓ  
                  計   18,028ℓ  
 太陽熱システムによってプールの加温と給湯に使われたエネルギーをそれぞれ重油に換算すると、
12,671ℓと 5,357ℓであり、合計 18,028ℓになる。よって太陽熱システムを導入することにより、2004
年の実績では、18,028ℓの重油の消費を削減していることを意味している。また、重油単価が 50 円で
あるので、１年間の節約金額は、18,028ℓ×油単価 50 円＝91,040 円（１年間の節約金額）であった。 
 
大学図書館 2866 台 
文学部 94 台 
サービスセンター 111 台 
事務所関係 126 台 
第 5 別館 230 台 
合計 3427 台 
 
 
◆太陽光発電システムでの自家発電 
本部棟新館に電池パネルが 116 枚設置されている。太
陽光から電力を作り出し、学内への電力供給に使われて
いる。2006 年度の実績では 12,282kwh の電力を供給し
ている。 
 
購入数：用量（3 組）11.6kw、 
太陽電池モジュール 116 枚 
減価償却費：上ヶ原本部棟 566,667／年 
節約額：201,425 円 
補助金：2420 万円 
設置年：2004 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第Ⅳ部 学生の取り組みの状況 
 
◆商学部キャンドルナイト 
2007 年 12 月 5 日（水）～7 日（金）の３日間、18 時から 19 時にかけて、商学部前広場から中央
芝生東端に至るまでの通路にキャンドルロードを作り、授業が終わった学生がゆっくりキャンドルを
眺め、立ち止まることができるようにした。午後 6 時 20 分からはアカペラ合唱も行った。 
 キャンドルナイトの趣旨は下記のとおり。なお、キャンドルは学生・教職員から回収したペットボ
トルを再利用して、学生達で手作りした。当日は、学生・教職員だけではなく、地域の方々も多数来
られた。 
 
キャンドルナイト ～いま、ゆっくりと～ 
 
● スローガンは「電気を消して、スローな夜を」。節電というエコの視点から始まったものですが、ゆったりと
した時間の流れの中で他人や自分自身とじっくり向き合う機会を作るという意味もあります。 
● 商学部ではエコキャンパス活動を行っています。キャンドルナイト・イベントは、エコキャンパス活動の認
知度を高め、学生ひとりひとりの環境マインドを育成することが目的です。 
● ペットボトル回収キャンペーンを行い、有志のメンバーでペットボトル・キャンドルを手作りします。 
 
キャンドルの炎に寄り添い、100 年後の光ある地球について考えてみよう 
 
 
 
 
 
◆伊丹市立緑が丘小学校への環境学習の出張授業 
2006 年 11 月 30 日（木）、商学部阪ゼミ６期生（当時３年生）全員が、伊丹市立緑が丘小学校から
依頼を受け、緑が丘小学校に出張し、小学生６年生全員（ゼミ生が３クラスに別れて授業）に環境学
習の授業を行った。 
授業の組み立てから教授内容まですべて学生が企画した（授業内容は下記）。当日は、６年生の生徒
の元気な返答や積極的な参加もあって、和気あいあいとした授業となった。 
講義後、大学生も教えた生徒達と一緒に給食を食べ、昼休みには一緒に遊ぶなど、生徒達に取り囲ま
れて楽しいひとときを過ごした。 
環境教育学習の内容とタイムスケジュール 
０分 
 
５ 
 
１０ 
 
１５ 
 
２０ 
 
２５ 
 
３０ 
 
４０ 
 
４５ 
・ 自己紹介（名前のみ） 
 
・ ゼミ生による簡単なコント（教室によりコント若干内容が異なりますが、日常生
活の中での環境に良くない行動・良い行動などを考えるようなもの） 
・ コントを受けて、私たちの生活の中での環境負荷の大きさや、日常生活の中での
環境のための小さな行動がどれだけの節水・節電・ゴミの減量に役立つかをパワ
ーポイントで説明。 
 
 
・ ゴミ分別の実践ゲーム 
 
 
・ 地球環境問題の簡単な解説、その深刻さ、および、グローバルな観点で見た場合
の今後の動向、日常の取り組みがいかに大切か、などに関して、パワーポイント
を使用して説明。 
 
 
授業の様子 
 
 
 
付録 清掃員の方へのアンケートから 
 
私達の快適なスクールライフを影で支えて下さっている清掃員の皆さん。今回は、日頃、校内の清
掃をして頂いている方にアンケートをお願いしました。なかなかお話する機会がなく、今回このよう
に私達のマナーについてどのように感じておられるかを聞くことができてよかったです。以下は、そ
の内容です。 
 
 朝は何時から夜は何時までお仕事されていますか？ 
３交代制 早出：7 時半～15 時半、中出：9 時～17 時、遅出：10 時 50 分～18 時 50 分 
 特にゴミが多い場所は何処ですか？ 
外周のベンチ周り 
 ポイ捨てが多い場所は何処ですか？ 
校舎の出入口付近 
 どんなゴミが多いですか？ 
秋・冬は落ち葉、インスタントカップ類、飲料関係 
 ポイ捨てを見かけた時、どんな気持ちになりますか？ 
携帯吸殻入れを持っていてほしい 
 昔と比べて、ゴミの量は増えましたか？減りましたか？ 
同じぐらい 
 ゴミの分別をできているのは学内のどの場所ですか？ 
校舎内の廊下にあるゴミ箱 
 喫煙場所以外での喫煙が多いのはどこですか？ 
校舎出口 
 使用していない教室（設備）の電気、空調がそのままなのはどこですか？ 
授業後の教室全部 
 雨傘の袋の使用量が多いところはどこですか？ 
西出入口 
 関学生のマナーについて気になる点はありますか？ 
食べた後の始末が出来ない（教室の中、ベンチ周辺） 
 関学生に伝えたいことがあったら教えて下さい。 
マナーを守れる大人になってください 
 
この回答を頂いて、学生の常識について課題が残る結果となりました。まだまだ学生の意識は低く、
当たり前のことができていないのが現状だと考えます。教室の机の下に放ってあるごみやベンチの近
くにあるごみなど、改善しなければいけないところは多いです。 
環境問題だけではなく、モラルについても啓発していく必要があることがわかりました。 
この結果は少し恥ずかしいもので、真摯に受け止めています。 
 
 
 
編集後記 
 
作成にあたって、一番苦労したことはデータ収集でした。なかなか必要なデータが揃わなくて、欲
しい情報を入手するのは困難でしたが、いろんな方に協力していただいて完成させることができまし
た。ありがとうございました。（１班 大久保直美） 
 
正直、 初関学で環境報告書を作ると聞いて、びっくりしました。実際作り出してからも、資料集
めや調査に苦労しました。今年より、来年、来年より再来年と、この環境報告書がより進化していけ
ればいいと思います。（２班 徳永紗江） 
 
報告書の作成に当たり、大学の各部署にインタビューに行き、意外と大学が環境問題についての取
り組みを行っていることを発見できて、とてもいい経験になったと思います。（3 班 宮崎勝） 
 
報告書を作るにあたり、１番大変だったことは、データ集めです。取り扱う内容も部署もバラバラ
でした。あと、私たちの質問に回答してもらえないことが多いなと感じました。今後、毎年発行する
ならば、データをまとめる体制を作った方がよりスムーズになると思います。（４班 西川佑子） 
 
 
